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ご
あ
い
ち
つ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
拠
点
と
し
て
大
洗

町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
建
設

し
て
一
年
、
町
民
の
皆
様
に
も
い
ろ
い

ろ
と
ご
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
た
び
、
そ
の
韓
接
の
地
に
建
設
を

す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
た
大
洗
町
営
プ

ー
ル
が
完
成
し
、
本
日
こ
、
に
開
設
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
大
き

な
悦
ぴ
で
あ
り
ま
す
。

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
青
少
年

の
健
全
な
古
育
成
、
あ
る
い
は
町
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
増
進
を
図
る
上
で
、
ス
ポ

ー
ツ
の
果
た
す
役
割
は
誠
に
大
き
く
、

そ
の
振
興
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
も
充

分
力
を
注
い
で
い
く
つ
も
り
で
お
り
ま

す
が
、
振
興
の
根
底
を
な
す
も
の
は
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
習
得

で
あ
り
、
そ
れ
を
な
き
し
め
る
た
め
に

も
そ
れ
な
り
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
環
境

の
繋
備
と
適
切
な
指
導
が
必
要
で
あ
る

大
洗
町
長

竹

内

宏

と
考
え
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
こ
、
に

完
成
し
た
町
営
プ

i
ル
も
、
単
な
る
観

光
レ
ジ
ャ
ー
用
の
も
の
と
は
異
な
り
、

準
公
認
の
本
格
的
な
印

m
プ
i
ル
で
あ

る
わ
け
で
す
。

早
速
釘
で
は
、
町
体
育
指
導
委
員
や

町
体
協
水
泳
部
の
皆
さ
ん
の
お
力
添
、
え

を
得
て
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
小
学
校

高
学
年
の
児
童
を
対
象
に
、
「
少
年
ス

ポ
ー
ツ
教
室
(
水
泳
コ

i
ス
)
」
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
正
し
い
指
導
の
も
と
に
、

こ
の
プ

i
ル
を
広
く
大
い
に
ご
活
用
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
本
町
営
プ

i
ル
の
建
設
並
び

に
周
辺
環
境
の
繋
備
に
つ
き
ま
し
て
、

本
町
所
在
の
原
子
力
各
施
設
か
ら
の
並

並
な
ら
ぬ
御
好
意
と
多
大
な
御
援
助
に

対
し
ま
し
て
、
町
を
代
表
し

τ心
か
ら

御
礼
由
申
し
上
げ
ま
す
。

大
賞
前
原
に
ま
た
一
つ
立
派
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
生
ま
れ
、
去
る
7
月
初
臼
に

竣
工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洗
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
隣
接
地
に
、
か
ね
て
か
ら
建

設
中
で
あ
っ
た
当
釘
初
の
本
格
的
な
印

m
競
泳
ブ

l
ル
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
体

力
づ
く
り
に
、
あ
る
い
は
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
そ
の
一
翼
を
担
う
べ
く
建
設
さ

れ
た
も
の
で
す
。

夏
本
番
、
水
に
親
し
み
な
が
ら
の
体
力
づ
く
り
に
、
広
く
ご
活
用
下
さ
い
。

大
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町

営

プ
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一
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管
理
棟
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鉄
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コ
ン
ク
リ
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ト
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家
建
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延
二

O
一
二
・
一
一
面

ブ
!
ル

1
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
印

m
、
9
コ
i
ス

九
五
O
U
、
水
深
間
叩

j
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ご
部
加
価
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ブ
1
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イ
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l
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イ
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芝
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械
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十十→トプーJレ利期上のi主意事項-4-*-→←

@このプールは、水深 1m20cm-1 m50cm (一部19mX5m(95m2
) は水深80cm)あります。

@水深の関係上小学3年生以下の方は、付添い又は指導者等がいないと入場できません。

@プールに入る前には、足洗い、身体洗い、腰洗いを行ない必ず準備運動を行なってくださ

い。又、水泳後は整理運動を行なってください。

@病気等による水泳不i護者、酒気おぴ、飲溺時の入場はできません。

@小学生だけの夜間使用はできません。

@ブール内へスイカ、ビン類等の持込みはできません。

@プール内へ犬、猫等のベット類の持込みはできません。

@更衣裳ロッカーの鍵を紛失したときは、実費をいただくことになります。

@プールの使用規則、管理員の指示を必ず守ってください。

@当施設内での盗難、けが、事故等一切の責任は負いかねます。

@当施設内で、の飲食物の残飯、ゴミ等は、お持ち帰りいただきます。

鵠

ア踊
月普賢

20 .~語
日間

ふ

9
月
日
目

鵠
開
即
時
間

午
前

9
時

ふ
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後

8
時

大 洗 町 営 ブ ーjレ使用料金(1日)

区 骨 イ臨 人 毘 体

一人につき 丹 一人につき 円

一 骨宣 350 280 

高校生 280 220 

中学生 170 130 

小学生以下 140 110 

@団体は30名以上とし

必ずき!率糞イ走者を必

イ藷 考 要とする。

@幼児は満3歳以上と

する。

※湾入場のときも、潟害真の使用料金
がかかります
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帯明

国
鉄
鹿
島
線
(
水
戸
市
j
千
葉
県
佐

原
市
内
・
2
同
・
単
線
)
に
つ
い
て
は
、

昭
和
訂
年
度
全
線
完
成
を
目
標
に
現

夜
、
鉄
建
公
開
東
京
支
社
で
未
完
成
区

聞
の
北
鹿
島
駅
i
水
一
戸
駅
(
臼
・

8
M
)

の
建
設
を
鋭
意
進
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
に
は
区
間
内
に
6
つ
の
ト
ン

ネ
ル
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
最
も

長
い
の
が
こ
ん
ど
貫
通
し
た
大
賞
ト
ン

ネ
ル
(
一
、
一
一
一
八

O
m
)
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
工
事
は
大
洗
寄
り
か
ら
佐

藤
工
業
日
(
捌

m
)
が
、
鹿
島
寄
り
か

ら
大
成
建
設
肌
(
附

m
)
が
そ
れ
ぞ
れ

最
新
工
法
で
掘
り
進
め
、
去
る
7
月
口

日
に
貫
通
し
た
わ
け
で
す
。
こ
の
工
事

は
大
賞
地
区
の
よ
う
な
砂
質
土
で
は
初

め
て
の
試
み
と
い
わ
れ
る
、

N
A
T
M

(ニュ

1
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ト
ン

ネ
リ
ン
グ
・
メ
ゾ
ッ
ト
)
と
い
う
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
発
達
し
た
最
新
技
術
工
法
を
駆

使
し
て
行
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
高
低

誤
差
土
・

0
、
中
心
線
誤
差
問
ミ
リ
ド
川
と

驚
異
的
な
大
成
功
を
収
め
完
工
し
た
と

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
畳
回
一
通
式
は
来
賓
・

関
係
者
ら
捌
名
が
参
列
、
見
守
る
中
で

横
山
鉄
建
公
団
東
京
支
社
長
に
よ
り
掘

さ
く
機
の
始
動
ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
、
掘

さ

iz臼
と
と
も
に
午
前
日
時
U
分
貫
通
、

両
抗
に
用
意
さ
れ
た
ク
ス
玉
が
割
れ
、

感
激
の
一
一
瞬
が
お
と
ず
れ
ま
し
た
。
歓

声
に
充
ち
あ
ふ
れ
る
抗
内
で
は
ヘ
ル
メ

ッ
ト
・
長
靴
姿
の
竹
内
町
長
と
深
作
議

長
を
は
じ
め
、
関
係
者
代
表
が
順
次
両

抗
か
ら
関
口
部
に
上
が
り
囲
い
握
手
を

交
わ
し
、
そ
の
あ
と
景
気
よ
く
祝
盃
を

上
げ
喜
ぴ
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

二
、
一
二
日
降
り
続
い
た
梅
雨
空
が
ス

カ
ッ
と
晴
れ
上
っ
た
去
る
7
月
刊
日
、

大
洗
海
水
浴
場
で
打
上
げ
花
火
を
合
囲

に
、
大
洗
の
一
ニ
つ
つ
の
浜
の
海
開
き
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
式
は
大
洗
機
前
神

社
の
宮
司
に
よ
り
厳
か
な
、
7
ち
に
執
り

行
な
わ
れ
、
来
遊
す
る
海
水
浴
客
の
安

全
を
祈
願
し
、
竹
内
町
長
よ
り
「
今
年

も
前
年
同
様
、
水
に
よ
る
死
亡
事
故

H
O
H
を
目
指
し
て
努
力
す
る
と
同
時
に
、

大
洗
の
き
れ
い
な
海
を
守
っ
て
い
き
た

い
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
と
ど
こ
お
り

な
く
海
聞
き
の
式
を
終
り
ま
し
た
。

梅
雨
ど
き
の
時
々
の
晴
間
を
と
お
す
楽
し
み
に
待
ち
に
待
っ
た
催
だ
け

陽
の
下
で
、
元
気
よ
く
地
引
網
を
引
く
に
、
子
供
た
ち
の
顔
は
喜
ぴ
と
楽
し
き

一
群
の
少
年
た
ち
の
姿
が
今
年
も
浜
に
に
充
ち
あ
ふ
れ
、
網
に
か
か
っ
た
魚
を

み

ら

れ

ま

し

た

。

み

る

と

引

く

手

も

忘

れ

て

ワ

シ

づ

か

み

、

こ
れ
は
、
大
洗
町
民
宿
組
合
(
飯
隠
先
生
に
見
せ
る
子
、
質
問
を
す
る
子
、

薫
組
合
長
)
の
皆
さ
ん
が
組
合
設
立
5

幾
匹
も
の
魚
を
両
手
に
握
り
自
慢
気
に

周
年
を
記
念
し
て
行
な
っ
た
。
施
設
の
飛
び
廻
る
子
で
大
わ
ら
わ
、
そ
れ
で
も

子
ら
の
招
待
行
事
が
恒
例
化
し
、
今
年
ボ
ラ
・
マ
ル
ク
・
サ
ッ
ベ
・
イ
ワ
シ
・

で
6
屈
日
を
迎
え
た
も
の
で
す
。
招
か
自
ギ
ス
・
カ
ニ
・
ヒ
ラ
メ
な
ど
日
均
ほ

れ
た
の
は
東
京
・
小
平
市
に
あ
る
社
会
ど
の
魚
に
、
国
へ
の
お
土
産
品
に
と
大

福
祉
法
人
・
東
京
サ
レ
ジ
オ
学
閣
の
小
満
足
。

学
部
児
童
別
名
の
皆
き
ん
で
、
こ
の
日
こ
の
あ
と
、
組
合
婦
人
部
の
お
ば
さ

早
朝
か
ら
、
園
長
の
リ
チ
ャ

i
ド
・
ス
ミ
ん
た
ち
に
よ
る
歌
や
踊
り
の
心
づ
く
し

ス
先
生
ら
に
引
卒
さ
れ
当
地
を
訪
問
し
の
歓
迎
行
事
が
ま
つ
「
老
人
憩
の
家
」

た

も

の

で

す

。

へ

、

心

を

は

ず

ま

せ

て

向

い

ま

し

た

。

日
本
に
は
、

y
水
u

に
ま
つ
わ
る
伝
説

や
信
仰
・
こ
と
わ
ざ
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
主
は
、
古
く
か
ら
日
本

が
水
に
恵
ま
れ
た
「
瑞
穂
(
み
ず
ほ
)

の
国
」
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
根

源
で
あ
る
水
を
尊
び
な
が
ら
、
日
々
の

暮
ら
し
に
利
用
し
て
き
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
「
河
童
(
か
っ
ぱ
)
」
の
伝

承
も
そ
の
一
つ
。

形
や
性
質
は
、
土
地
に
よ
り
多
少
異

な
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
人
間

の
子
供
ほ
ど
の
背
た
け
で
、
相
撲
を
と

る
こ
と
が
好
き
、
そ
し
て
頭
の
上
に
水

を
笠
間
、
え
る
き
ら
の
あ
る
こ
と
は
、
だ
い

た
い
ど
こ
の
地
方
で
も
共
通
し
て
い
ま

す
。
ふ
だ
ん
は
水
の
中
に
す
む
一
車
道
も
、

さ
ら
に
水
の
あ
る
、
っ
ち
は
陸
上
で
も
カ

が
強
く
、
ほ
か
の
動
物
を
水
中
に
引
き

込
み
、
血
を
吸
う
と
い
わ
れ
ま
す
。

す
し
震
な
ど
で
は
、
河
童
の
好
物
キ

ュ
ウ
リ
の
こ
と
を
、
今
で
も
n
か
っ
ぱ
u

と
呼
び
ま
す
が
、
キ
ュ
ウ
リ
に
代
表
さ

れ
る
ウ
リ
は
、
水
の
神
を
杷
(
ま
つ
)

る
と
き
に
供
え
る
も
の
。
品
目
の
人
は
、

河
蒙
を
水
の
神
様
の
仮
の
姿
と
考
え
て

い
ま
し
た
。

一
河
童
と
い
う
水
神
に
対
す
る
恐
れ
、

つ
ま
り
水
へ
の
恐
れ
は
、
一
方
で
水
を

大
切
に
扱
、
つ
気
持
ち
に
結
び
つ
き
手
す
。

「
一
的
意
に
引
き
込
ま
れ
る
か
ら
気
を
つ

け
て
」
と
い
う
言
葉
の
裏
に
は
、
貴
重

な
水
を
守
る
と
と
も
に
、
水
の
事
故
を

紡
ご
う
と
い
う
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

こ
う
し
た
先
人
た
ち
の
水
を
思
う
心

を
、
い
つ
ま
で
も
藷
り
続
け
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

8
月
1
日
の
「
水
の
日
」
を
初
日
と

す
る
一
週
間
は
「
水
の
週
間
」
で
す
。

水
を
大
切
に
。

町
史
編
さ
ん
室
に
、
「
大
正
一
一
年
ニ
月
一
五
日
許
可
茨
第
二
五

号
豊
往
丸
」
と
記
入
の
あ
る
、
タ
テ
約
二

0
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
約
二
八

セ
ン
チ
の
機
船
底
曳
網
漁
業
の
注
意
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

文
書
の
ら
ん
外
上
部
に
、
「
此
ノ
注
意
窪
田
ハ
漁
業
許
可
鑑
札
ト

一
所
ニ
保
管
シ
時
々
御
覧
ナ
サ
イ
」
、
下
部
に
は
「
此
ノ
漁
業
ヲ

ス
ル
モ
ノ
ハ
農
商
務
省
令
第
三
十
一
号
(
大
正
十
年
九
月
)
機
船

底
曳
網
漁
業
取
締
規
制
ヲ
知
ッ
テ
居
ラ
ネ
パ
ナ
ラ
ヌ
」
と
あ
る
。

わ
く
内
に
は
、
許
可
番
号
の
提
示
の
方
法
、
船
長
の
届
出
制
、

許
可
内
容
の
変
更
事
項
の
届
出
方
法
、
許
可
期
間
、
禁
止
事
項
と

違
反
者
の
処
分
に
つ
い
て
な
ど
が
記
載
き
れ
て
い
る
。
な
お
、
禁

止
区
域
の
略
函
も
あ
る
。

西

洋

型

漁

船

機
船
と
は
、
動
力
で
動
く
船
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
で
こ
の
穣

の
漁
船
は
、
静
岡
県
水
産
試
験
場
が
、
明
治
三
九
年
に
一
八
馬
力

四
サ
イ
ク
ル
電
気
説
得
火
式
石
油
発
動
機
を
利
用
し
た
の
が
始
ま
り

で
あ
っ
た
。
茨
城
県
内
で
は
、
周
囲
二
年
に
県
水
産
試
験
場
が
補

助
機
関
付
帆
船

J
汎
波
丸
」
、
同
四
四
年
に
平
磯
の
人
が
動
力
船

を
建
造
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

動
力
化
の
た
め
に
は
、
板
を
組
み
合
わ
せ
た
だ
け
の
臼
本
型
漁

船
の
斡
体
構
造
で
は
、
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
県
で
は
、

漁
業
活
動
の
安
全
と
漁
獲
増
大
を
計
る
た
め
、
動
力
を
つ
け
た
西

洋
型
漁
船
の
導
入
を
始
め
た
。
と
く
に
明
治
西
田
年
六
月
、
そ
れ

を
促
進
す
る
た
め
「
勧
業
基
本
金
貸
附
規
程
」
を
改
正
し
、
貸
出

し
の
わ
く
を
拡
大
し
た
。

貸
出
し
対
象
と
な
っ
た
西
洋
型
漁
船
と
は
、
船
体
の
最
下
部
の

中
心
線
に
あ
っ
て
船
首
と
船
尾
を
連
絡
す
る
り
ゅ
う
骨
や
、
り
ゅ

う
品
円
か
ら
甲
板
に
ま
で
つ
け
る
ろ
っ
骨
と
い
う
骨
組
み
が
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
甲
板
が
船
体
構
造
の
三
分
の
二
以
上
に
張
っ
て
あ
り
、

船
室
が
あ
る
こ
と
も
条
件
で
あ
る
。

機船底曳絹漁業の達意書
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去
る
7
月
日
目
、
青
い
自
の
お
嬢
さ

ん
が
町
長
室
を
訪
ね
ま
し
た
。

こ
の
人
は
ウ
エ
ン
デ
1
・
ヨ
ー
コ
ヴ

イ
ツ
チ
き
ん
(
カ
ナ
ダ

-
M
オ
)
で
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
行
事
の
一
っ
と

し
て
毎
年
行
な
っ
て
い
る
、
交
換
学
生

の
一
人
と
し
て
来
日
さ
れ
た
方
で
、

6

月
初
門
口
を
か
わ
き
り
に
7
月
幻
自
ま
で

滞
日
し
、
各
地
を
訪
れ
て
日
本
の
社
会

勉
強
を
し
て
い
る
も
の
で
す
。
大
洗
町

で
は
会
員
の
弦
巻
正
二
さ
ん
宅
に
5
日

間
宿
泊
し
ま
し
た
が
、
そ
の
第
一
日
目

に
竹
内
町
長
を
表
敬
訪
問
し
た
わ
け
で

す
。
ヨ
ー
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
き
ん
は
お
医
者

さ
ん
の
お
嬢
さ
ん
で
、
町
長
と
は
カ
ナ

ダ
の
こ
と
、
日
本
で
の
こ
と
を
中
心
に

らあおお

終
始
に
こ
や
か
に
話
を
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
記
念
に
と
竹
内
町
長
か
ら
竹
製

の
「
磯
節
お
ど
り
」
の
人
形
と
、
皮
裂

の
「
ブ
ル
ー
の
サ
イ
フ
」
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
、
ブ
ル
!
は
私
の
好
き
な
色
と
、

自
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日

本
で
は
「
サ
イ
フ
」
を
贈
る
持
は
5
円

玉
を
入
れ
る
留
慣
が
あ
る
と
、
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
万
闇
博
覧
会
・
海
洋
博
覧

会
」
の
三
つ
の
記
念
銀
貨
を
町
長
か
ら

入
れ
て
も
ら
い
、
大
切
に
い
た
し
ま
す

と
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
日
本
で
の

短
い
生
活
は
彼
女
に
と
っ
て
、
楽
し
い

忍
い
出
と
し
て
一
生
残
さ
れ
る
こ
と
で

ー
し
レ
iT「ノ。

l
i大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
i
i
l

道
路
は
、
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
汚

さ
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

第104号

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
川
崎
允

康
会
長
・
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
(
岡
野

き
さ
え
会
長
)
で
は
、
今
年
も
奉
仕
活

動
と
し
て
、
大
洗
バ
イ
パ
ス
の
街
路
樹

(
東
光
台
1
鳥
居
)
の
手
入
れ
と
除
草

作
業
、
事
か
ら
投
げ
捨
て
ら
れ
た
受
缶

回
収
作
業
を
汗
と
ほ
こ
り
に
ま
み
れ
な

が
ら
黙
々
と
行
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
ク
ラ
ブ
が
昭
和
的
年

の
バ
イ
パ
ス
完
成
時
に
緑
で
飾
ろ
う

と
、
八
重
桜
(
一
一
一
年
生
の
苗
木
)
山
山

本
を
植
樹
し
寄
贈
し
た
も
の
で
、
毎
年

桜
の
手
入
れ
と
補
植
、
道
路
清
掃
を
行

な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

(3) 

前
原
町
営
住
宅
に
、
本
町
初
め
て
の

4
階
建
、
中
層
住
宅
(
日
戸
)
が
、
こ

の
程
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
①
今
迄
の
木
造
住
宅
の
老

朽
化
が
甚
だ
し
い
こ
と
。
②
維
持
管
理

に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
③
三
戸

当
り
の
床
面
積
が
公
営
住
宅
の
襟
準
以

下
で
あ
る
こ
と
。
④
本
町
の
厳
し
い
住

宅
事
情
等
の
理
由
に
よ
る
も
の
。
で
、

高
層
化
に
よ
り
用
地
の
高
度
利
用
を
行
一

な
い
大
巾
な
入
居
世
智
の
増
加
と
当
住

宅
団
地
の
居
住
環
境
の
改
善
を
図
り
、

住
宅
供
給
を
拡
大
す
る
た
め
建
替
一
卒
業

を
行
な
っ
た
も
の
で
す
。

O

種

別

第

2
種
住
宅

O
構
造
等
中
国
唱
耐
火
構
造
4
階
建
同
一
戸

茨
乃
i
4
P
C
1
3
D
K

1
一
戸
当
り
出
・

9
M

(日・

9
坪
)

6
帖
和
案

2
室

U
粘
洋
室

台
所
兼
食
堂
室

(
6帖
)

玄
関
・
浴
一
至
・
便
所
(
水
洗
)

業
費
一
五
五
、
六
二

O
千
円

へ
建
築
主
体
工
事
九
七
二
一
き
千
円
J

一
汚
水
処
理
工
事
四
一
・
き
口
千
円
一

/
附
帯
工
事
・
事
務
費
一
六
人
志
千
円
」

な
お
、
当
前
原
住
宅
は
、
年
次
的
に

建
替
を
行
な
い
、

8
棟
山
一
戸

(
1
穣
組

一戸・

2
種
目
一
戸
)
集
会
所
1
棟
(
m
d
)

と
児
童
一
遊
関
地

(
m
u
)
の
住
宅
団
地

に
生
ま
れ
変
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。。
面型

積 式

O
間
取
内
容

本間T初めての 4階建住宅

松
ケ
丘
町
営
住
宅
建
替
事
業
終
る

松
ケ
丘
町
営
住
宅
、

5
ヶ
年
整
備
(
昭

和
的
年
度
j
u
A
年
度
)
建
替
事
業
が
、

本
年
3
月
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
2
階
建
弘
一
戸
(
1

種
崎
一
戸
・

2
種
必
一
戸
)
集
会
所
、
児
童

遊
間
凶
地
の
住
宅
団
地
が
完
成
い
た
し
ま

し
た
。i

i昭
和
町
内
年
度
事
業
1
1
1

①
集
会
所

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
家
建
瑚
ぽ

②
児
童
遊
間
地

2
ヶ
処
(
仰
が
)

③
団
地
内
道
路
補
装
工
事

巾
員
7
m

延
長
側

m

④

歩

道

工

事

捌

m

事
業
費
二

O
、
六
O
三
千
円

器
い
開
明
器
h
v還
す
ト
母

JQ3133肖言
¥
ミ
ミ
荷
主
ミ
ヰ
止
ま
‘
止

E

R
V，h
一R
R
K一
切
羽
以
州
、
山

vip甘
U
R一せ£
;
4止、ヰ、喧止、民止ヰ
t
t
t
tヰ
ヰ
ふ
ヘ
ヰ
ヰ
ふ
ヘ
ヰ
比
町
、
比
企
ヰ

ペ
ヰ
苛
4
4せふ代、

4
3
3
t止、ずで刑法
3
3
R悼判長
:J淀
hR式
、
主
正
式
J
f
¥礼

3
3
2

月

号
室
[
記
雄
副
勝
記
;
警
:
仲
鰻
だ
も
3
3

広
い
渚
の
一
隅
に
、
小
鳥
の
噌
り
に

も
似
た
き
い
ろ
い
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
、

白
い
波
と
た
わ
む
れ
る
可
愛
い
子
供
達

の
一
群
が
自
に
つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

去
る
7
月
比
日
午
後
に
行
な
わ
れ
た
磯

浜
小
学
校
1
・
2
年
(
制
名
)
の
課
外

活
動
、
海
で
の
水
泳
訓
練
の
一
コ
マ
で
、

P
T
A
の
父
兄
の
皆
さ
ん
も
参
加
協
力

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
曇
空
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
水
温
は
割
合
い
高
く
、
先
生

の
打
ち
振
る
鐘
を
合
図
に
、
一
元
気
良
く

海
に
入
っ
た
り
砂
浜
で
甲
羅
子
し
ゃ
山

く
ず
し
を
し
た
り
し
て
、
午
後
の
一
と

き
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

磯
浜
小
学
校
児
叢
の
水
泳
訓
練

母
親
交
通
安
全
教
室
を
開
く

i
j交
通
安
全
母
の
会
1

1

去
る
7
月
8
日
、
大
洗
町
交
通
安
全

母
の
会
(
木
ノ
本
和
江
会
長
)
で
は
、

会
行
事
と
し
て
母
親
交
通
安
全
教
室
を

開
き
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
全
国
交
通
安
全
母
の
会

連
合
会
副
会
長
高
田
登
代
子
さ
ん
(
潮

8月オ日iま
省エネルギーの日

来
町
)
を
招
き
、
母
の
会
活
動
や
、
諸

外
国
の
交
通
安
全
教
育
に
つ
い
て
の
お

話
を
き
き
ま
し
た
。

講
話
の
中
で
、
先
生
は
交
通
事
故
を

防
せ
ぐ
に
は
、
交
通
に
対
す
る
家
族
の

話
し
合
い
の
場
が
必
要
で
か
交
通
安
全

は
家
庭
の
中
か
ら
。
と
、
強
張
さ
れ
、

会
員
の
皆
さ
ん
も
終
始
熱
心
に
耳
を
か

た
む
け
て
い
ま
し
た
。

終
了
後
、
交
通
安
全
映
闘
を
ニ
本
鑑

賞
し
、
交
通
安
全
に
対
す
る
知
識
を
深

め
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
夏
季
事
業
と
し
て
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
て
湯
茶
等
の
サ
ー
ビ
ス
や

巡
回
交
通
安
全
映
画
会
、
交
通
安
全
ポ

ス
タ
ー
等
の
募
集
な
ど
計
画
を
し
て
い

ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で

す。

韓麟欝輯盤購

こ
の
構
造
は
な
か
な
か
漁
船
に
は
取
り
入
れ
ら
れ
ず
、
動
力
化

は
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
石
油
発
動
機
自
体
が
大
き
く
重
す
ぎ

た
こ
と
。
水
冷
式
で
真
水
の
補
給
が
大
変
だ
っ
た
こ
と
。
石
油
代

金
が
高
か
っ
た
こ
と
。
知
識
や
技
術
不
足
で
使
用
に
困
難
が
あ
っ

た
こ
と
。
こ
れ
以
外
に
も
漁
師
が
、
エ
ン
ジ
ン
の
音
で
魚
が
逃
げ

る
と
強
く
反
対
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
で
は
と
て
も
考
え

ら
れ
な
い
が
、
大
正
時
代
に
は
そ
れ
を
本
気
に
し
て
、
川
船
の
よ

う
に
総
に
た
よ
る
底
の
浅
い
船
が
多
か
っ
た
。

機

船

底

曳

網

こ
の
漁
業
は
、
螺
旋
推
進
器
(
プ
ロ
ペ
ラ
)
を
備
え
た
機
船
が
、

テ

グ

リ

ウ

タ

;

七

手
繰
網
・
打
瀬
網
そ
の
他
の
曳
網
を
使
用
す
る
稜
類
の
も
の
で
あ
る
。

手
繰
網
は
、
地
曳
網
を
船
上
で
使
用
す
る
方
式
で
、
明
治
時
代

は
船
を
回
定
し
て
網
を
引
い
て
い
た
。
打
瀬
網
は
、
成
カ
や
潮
流

や
動
力
に
よ
っ
て
網
を
引
き
廻
す
方
法
で
、
動
力
船
の
発
達
に
よ

り
底
曳
も
可
能
と
な
り
、
漁
獲
高
が
あ
が
っ
た
。
も
っ
と
も
海
底

部
分
を
含
め
て
魚
族
を
一
網
打
開
州
、
に
す
る
こ
と
は
、
漁
場
を
荒
す

こ
と
と
な
り
、
他
の
漁
業
者
と
対
立
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

間
取
で
は
、
大
正
九
年
四
月
底
曳
網
許
可
方
針
を
明
示
し
、
こ
の

漁
業
を
許
可
制
と
し
た
。
そ
れ
ま
で
操
業
し
て
い
た
一

O
八
隻
以

外
に
、
操
業
の
計
画
者
と
県
外
漁
業
者
七
二
隻
を
認
め
た
。

大
正
一

O
年
に
も
農
商
務
省
の
機
船
底
曳
網
漁
業
取
締
規
則
を

も
と
に
、
一
二
月
に
は
小
名
浜
の
塩
屋
崎
よ
り
正
東
五
海
里
の
点

か
ら
犬
吠
崎
灯
台
を
結
ぶ
線
の
内
側
、
県
の
沖
合
で
の
漁
業
を
禁

止
し
た
。
漁
期
も
一

O
月
一
日
よ
り
翌
年
六
丹
一
五
日
ま
で
の
約

二
六

O
B
関
と
制
限
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
許
可
さ
れ
た
括
は
、
大

正
一

O
年
一
一
月
現
在
操
業
し
て
い
た
一
六

O
隻
と
、
計
顔
中
の

六

O
隻
に
他
県
人
の
船
ニ
五
隻
の
二
二

O
隻
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち

磯
浜
の
船
は
現
操
業
中
が
三
一
隻
、
計
画
中
が
三
隻
で
許
可
は
一
二

四
隻
で
、
豊
往
丸
も
こ
の
時
に
許
可
さ
れ
て
い
る
。

爆
は
、
沿
岸
漁
業
資
源
の
維
持
と
振
興
の
た
め
と
し
て
、
昭
和

六
年
漁
業
取
締
規
則
を
改
正
し
て
底
曳
網
の
制
限
を
し
た
。
そ
れ

は
年
と
と
も
に
強
化
し
、
同
一
二
年
に
は
機
船
底
曳
網
漁
業
整
理

転
換
補
助
規
定
を
定
め
、
そ
の
減
船
を
促
す
政
策
を
と
っ
た
。

許
可
番
号
の
表
示

漁
業
の
操
業
許
可
期
間
は
五
年
間
で
、
豊
往
丸
の
場
合
は
大
正

一
六
年
二
月
一
四
日
ま
で
で
あ
っ
た
。

許
可
の
番
号
は
、
船
首
の
両
側
船
名
に
つ
づ
い
て
と
、
船
尾
の

も
の
は
最
端
に
明
示
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

様
式
は
空
(
白
)
色
の
板
に
一
寸
(
約
三
セ
ン
チ
)
以
上
の
太
さ

で
、
五
寸
以
上
の
大
き
さ
の
文
字
ふ
乞
両
国
の
よ
う
に
書
く
こ
と

で
あ
っ
た
。
な
お
、
茨
の
字
と
数
字
と
の
間
は
こ
す
以
上
、
数
字

と
数
字
の
間
は
二
リ
五
分
以
上
を
は
な
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

禁
止
事
項
に
は
、
根
拠
地
と
し
て
申
告
し
許
可
さ
れ
た
漁
港
以

外
で
は
、
漁
獲
物
の
陸
揚
や
必
要
な
る
品
物
の
積
込
み
も
、
非
常

の
時
だ
け
と
さ
れ
た
。

結
長
は
、
禁
止
項
目
に
違
反
す
る
と
、
一
ニ
月
以
下
の
懲
役
ま
た

は
百
円
以
下
の
罰
金
、
漁
具
や
漁
獲
物
の
没
収
と
な
っ
た
。
当
時

百
円
で
、
米
が
五

O
俵
(
四
斗
入
)
も
買
え
た
。
大
変
に
高
い
罰

金

で

あ

っ

た

。

大

洗

町

史

編

さ

ん

委

員

江

原

忠

昭
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海
の
季
節
を
迎
、
え
て
、
私
た
ち
の
海

岸
を
汚
れ
か
ら
守
ろ
う
と
、
各
種
団
体

に
よ
る
海
岸
の
清
掃
奉
仕
が
活
発
に
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

美
し
い
海
、
そ
の
陰
に
は
人
々
の
美

し
い
心
と
行
動
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
自
然
は
私

た
ち
皆
ん
な
の
手
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

毎
年
、
海
岸
清
掃
に
励
ん
で
い
る
団

体
を
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

O
磯
浜
小
学
校

O
祝
町
小
学
校

O
大
賞
小
学
校

O
夏
海
小
学
校

O
第
一
'
中
学
校

。
南
中
学
校

O
大
洗
高
等
学
校

。
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

O
身
障
者
福
祉
協
議
会

O
官
災
海
婦
人
会

O
磯
浜
子
供
会
育
成
会

O
祝
町
子
供
会
育
成
会

O
大
震
子
供
会
育
成
会

O
夏
海
子
供
会
育
成
会

O
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
茨
城
第
1
回

町
民
の
皆
さ
ん
の
総
意
を
結
集
し
た

「
釘
民
総
ぐ
る
み
の
大
掃
除
」
も
今
年

で
第
4
回

B
を
迎
え
ま
し
た
。

よ
り
よ
い
環
境
を
求
め
て
「
自
分
た

ち
の
住
む
と
こ
ろ
は
自
分
た
ち
の
手
で
」

と

J
環
境
週
間
。

(
6月
5
5
1
日
目
)

を
か
わ
き
り
に
、
去
る
6
月
8
白
、
問

日、

7
月
6
日
の

3
5
間
の
日
開
曜
日
に

笑
施
し
ま
し
た
。

朝
日
ナ
く
か
ら
、
又
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
積
機
的
な
、
ご

奉
仕
に
よ
り
、
町
内
の
道
路
側
溝
等
が

偶
々
に
歪
る
ま
で
キ
レ
イ
に
な
り
ま
し

た。
町
民
の
み
な
さ
ん
、
大
変
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

こ
の

3
B
間
で
、
処
理
さ
れ
た
汚
泥

等
は
、
ダ
ン
プ
に
延
2
6
3
台
の
量
に

写真は祝町子供会育成会

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
投
稿
を
一

歓

迎

し

ま

す

。

}

小
置
き
か
悼
審

て
ハ
鑑
み
よ
い
町
民
グ

「
夏
の
観
光
地
大
洗
町
を
清
潔
な
衛

生
的
環
境
に
」
と
の
願
い
か
ら
、
町
内

会
員
一
同
の
協
力
に
よ
り
、
昭
和
G
年

よ
り
継
続
し
て
毎
年
5
月
か
ら
9
月
に

か
け
毎
月
1
日
、
日
目
、
初
日
の

3
回、

年
間
口
回
消
毒
を
実
施
し
て
い
る
。

「
自
分
た
ち
の
住
む
処
は
自
分
た
ち
一

の
手
で
」
を
合
言
葉
と
し
て
、
蚊
や
ハ

エ
の
い
な
い
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
賞

献
し
て
い
る
。

背
負
い
大
型
噴
霧
器
2
台
、
町
内
4

斑
編
成
で
、
-
斑

6
入
、
午
前
8
時
加

分
よ
り
叩
時
半
頃
ま
で
奉
仕
活
動
に
精

出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

近
い
将
来
、
北
海
道
と
の
直
結
カ
ー

ブ
ェ
リ

i
港
と
し
て
の
顔
に
あ
た
る
当

町
内
会
の
区
域
を
今
後
と
も
き
れ
い
な

な
り
、
夏
期
シ
ー
ズ
ン
を
ひ
か
、
ぇ
水
質

の
浄
化
に
も
大
き
な
効
果
を
上
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
大
掃
除
に
、
次
の
方
々

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

O
大
洗
土
木
協
会
(
黒
沢
久
蔵
会
長
)

タ
ン
ブ
カ

l

延
出
台

シ
ョ
ベ
ル
カ

l

延
6
ム口

O
水
一
戸
土
木
事
務
所
(
荒
宗
後
所
長
)

排

水

管

清

掃

車

一

式

気
持
よ
い
町
、
心
あ
た
た
ま
る
前
と
し

て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

(
文
責
)
大
賞
町
寺
釜
2
区

町
内
会
長

町
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
に
四

月
以
降
次
の
と
お
り
多
額
の
答
約
が
ょ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
寄
附
を
よ
せ
て
い
た

だ
い
た
方
々
の
「
ま
ご
こ
ろ
」
と
答
隙

の
ご
趣
旨
を
有
効
に
生
か
し
社
会
福
祉

の
向
上
の
た
め
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

寄
隊
を
よ
せ
ら
れ
た
方
々

O
大
洗
町
成
田
町
ニ
ニ
八
二
番
地

西
木
俣
家
康
殿

五
0
0、
0
0
0円

お
孫
さ
ん
が
交
通
事
故
に
よ
り
な
く

な
ら
れ
そ
の
一
周
忌
に
あ
た
り
、
社
会

福
祉
の
た
め
に
と
い
う
こ
と
で
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。

O
大
洗
菓
子
組
合
殿

一O
、
0
0
0円

毎
年
定
期
的
に
福
祉
の
た
め
に
と
い

う
こ
と
で
寄
附
さ
れ
て
お
り
本
年
も
例

年
ど
お
り
答
附
さ
れ
ま
し
た
。

O
大
洗
町
磯
浜
町
八
二
四
閉
め
七

飯

回

薫

殿

県
民
総
合
体
育
大
会
、
第
幻
回
東
茨

城
郡
地
方
大
会
が
、

6
月
日
目
か
ら
7

月
却
門
口
迄
の
問
、
都
内
の
各
会
場
に
於

い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

写
真
は
新
屋
自
工
チ
!
ム

本
町
か
ら
、
問
名
の
選
手
が
参
加
し

て
、
各
種
目
に
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

団
体
の
部

優

勝
二

佼
1/ 

パ
ト
ミ
ン
ト
ン
の
部

野
球
の
部

柔
道
の
部

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
一
般
男
子
の
部
)

M

M

(

一
般
女
子
め
部
)

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
(
女
子
の
部
)

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
青
年
女
子
の
部
)

三

位

偶
人
の
部

〔
柔
道
)

。
軽
量

1
位

2
位

。中国一一嘉
-
位

2
位

遠石
西)11

克
正
さ
ん

広
康
さ
ん

桧 ノj、
山沼

富
さ
ん

富
雄
さ
ん

一
O
、
0
0
0丹

税
金
の
老
令
控
除
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
分
を
社
会
福

祉
の
た
め
に
と
い
う
こ
と
で
寄
附
さ
れ

ま
し
た
。

。
大
洗
町
磯
浜
町
新
町
三
区
の
一

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
明
和
会

代
表
中
野
谷
千
尋
鮫

七、

O
八
O
円

約
一

O
名
の
若
い
人
達
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
海
岸
清
掃
等

の
奉
仕
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
そ

の
な
か
か
ら
廃
品
を
回
収
し
て
得
た
お

金
を
社
会
福
祉
に
役
立
せ
て
と
い
う
事
」

と
で
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
に
お

い
て
は
、
今
後
も
皆
様
方
の
あ
た
た
か

い
善
意
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
恵

ま
れ
な
い
人
々
の
福
祉
の
向
上
に
努
力

し
て
行
く
考
え
で
あ
り
ま
す
の
で
町
民

の
皆
様
方
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す。

。
章
一
量

ー
位

2
位

3
佼

〔
控
上
)

。
田
O
O
M

3
位

開

。
一
、
五

O
O
M

3
位

古

川

4
位

関

。
五
、

O
O
O
M

2
佼

渡

辺

3
佼

岳

山

。
一

O
、
O
O
O
M

2
位

渡

辺

高

志

さ

ん

3

位

青

木

忠

雄

さ

ん

@
二
一
種

-
位

蔀

靖

夫

さ

ん

関
根
政
起
き
ん

小
松
崎
亨
さ
ん

成
一
さ
ん

鉄

さ

ん

成
一
さ
ん

高
志
さ
ん

緑
さ
ん

宇多
山

忠
夫
さ
ん

な
お
、
県
大
会
は
、

8
月
刊
日
か
ら

笠
松
運
動
公
園
を
、
手
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

〔
夏
の
拐
犯
運
動
の
実
施
〕茨

城
県
警
察
本
部

事
件
事
故
を
な
く
し

夏
を
楽
し
く
す
ご
し
ま
し
ょ
う

讐
察
で
は
夏
に
多
く
な
り
ま
す
水
の
事
故
、
ち
か
ん
や
暴
力
犯
罪
、
あ
き
巣

や
自
転
車
液
難
、
少
年
の
非
行
、
交
通
死
亡
事
故
な
ど
の
防
止
を
重
点
に
次
に

よ
り
防
犯
活
動
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

-
実
施
期
間

7
月
初
白
か
ら
8
月
目
白
ま
で

2

防
止
活
動

O
沼
や
川
な
ど
の
危
険
筒
所
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル

O
海
水
浴
場
や
祭
り
の
場
所
な
ど
混
雑
場
所
に
対
す
る
警
戒

O
住
宅
や
良
転
車
な
ど
に
対
す
る
防
犯
診
断

O
交
通
の
指
導
取
締
り

3

県
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

ω児
童
・
幼
児
の
水
の
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
は
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
保
護
者
の
ち
ょ
っ
と

し
た
注
意
が
事
故
を
防
ぎ
ま
す
。

間
夏
は
「
ち
漢
」
が
横
行
す
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

極
端
に
肌
が
露
出
し
た
も
の
な
ど
の
挑
発
的
服
装
は
慎
し
み
ま
し
ょ
、
70

夜
間
の
外
出
に
は
開
明
る
い
人
通
り
の
多
い
遂
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

ω
「
あ
き
巣
」
ね
ら
い
に
玄
関
の
ガ

i
ド
を
固
め
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
衛
の
カ
ギ
は

O
戸
締
り
は
厳
重
に

0
カ
キ
は
ワ
ン
ド
ア
ツ

i
ロ
ッ
ク

附
少
年
を
非
行
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

非
行
の
徴
候
、
こ
ん
な
時
に
は
要
注
意

O
一
言
葉
使
い
が
乱
暴
に
な
り
・
っ
っ
そ
」
を
多
く
つ
く
よ
う
に
な
る
。

O
金
使
い
が
荒
く
な
る
。

。
無
断
外
泊
、
夜
遊
ぴ
が
多
く
な
る
。

わ
が
子
の
一
一
日
一
自
動
に
は
常
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

同
交
通
死
亡
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す

「
せ
か
せ
か
運
転
L

「
イ
ラ
イ
ラ
運
転
」
は
事
故
の
も
と
で
す
。

余
裕
を
持
っ
て
安
全
運
転
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

暴
定
族
を
し
め
だ
そ
う

静
か
な
私
た
ち
の
暮
し
を
ふ
み
に
じ
り
、
無
法
を
繰
り
返
す
暴
走
族
、

交
通
違
反
だ
け
で
な
く
善
良
な
ド
ラ
イ
バ
ー
、
町
民
、
観
光
客
を
恐
怖
に

落
し
入
れ
る
暴
走
族
に
対
し
て
こ
れ
を
徹
底
的
に
封
じ
込
め
る
た
め
、
茨

城
県
議
会
で
「
暴
走
族
追
放
決
議
」
を
し
ま
し
た
。

警
察
で
も
、
き
び
し
い
取
締
り
体
制
を
取
っ
て
お
り
、
暴
走
行
為
を
行

な
っ
た
も
の
は
検
挙
し
て
お
り
ま
す
。

暴
走
行
為
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
は
車
種
・
ナ
ン
バ
ー
を
ひ
か
、
ぇ
出

番
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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去
る
7
月
6
臼
、
町
立
磯
浜
小
学
校

の
体
育
館
で
、
昭
和
田
年
度
町
民
?
?

さ
ん
パ
レ

i
ボ
i
ル
大
会
(
春
季
大
会
)

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
臼
頃
ス
ポ
ー
ツ
に
な
じ
み

の
浅
い
ご
家
庭
の
婦
人
が
、
パ
レ

i
ボ

i
ル
を
通
じ
て
、
お
互
の
親
睦
と
交
流

を
深
め
、
あ
わ
せ
て
体
力
の
向
上
を
図

~~ もあお

れ
る
よ
、
つ
年
l
由
行
な
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
か
ら
春
と
秋
の
2
回
行
な

う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
大
会
は

町
内
か
ら
6
チ
l
ム
が
参
加
、
役
場
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
の
審
判
で
、

9
人
制

に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
大
き
な
声
援

に
お
母
さ
ん
達
も
ハ
ッ
ス
ル
、
コ
ー
ト

お

i
磯
浜
町
子
供
会
育
成
連
合
会

i

第104号

磯
浜
町
子
供
会
育
成
連
合
会
(
小
沼

久
夫
会
長
)
で
は
去
る
7
月
9
日
、
回

目
の
両
日
、
磯
浜
小
学
校
体
育
館
で
、

ポ
i
ト
ボ

i
ル
指
導
者
講
習
会
を
開
き

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
供
達
の
生
活
が
ば
ら
ば

ら
に
な
り
が
ち
な
昨
今
、
地
域
ぐ
る
み

で
球
技
等
の
集
団
活
動
を
通
し
て
連
帯

意
識
を
持
た
せ
よ
う
と
、
磯
浜
地
区
子

供
会
が
毎
年
夏
休
み
行
事
と
し
て
、
球

技
(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ポ
!
ト
ボ
!
ル
)
・

な
わ
と
び
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
う
ち
ポ
!
ト
ボ

i
ル
に
つ
い
て
、

地
区
指
導
者
に
対
す
る
講
習
会
を
開
い

た
も
の
で
す
。

講
習
会
に
参
加
し
た
父
兄
の
皆
さ
ん

は
、
こ
の
2
日
間
で
旧
名
の
多
数
に
の

ぼ
り
、
大
津
校
長
よ
り
地
域
の
子
供
達

を
良
く
し
て
行
く
熱
意
に
対
し
て
感
謝

(5) 

と
激
励
の
こ
と
ば
を
受
け
、
夜
遅
く
ま

で
終
始
熱
心
に
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
8
月
刊
日
に
磯
浜
小
学
校
で

行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
が
、
各
チ
l
ム

の
皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

昨
年
度
、
七

O
オ
以
上
の
お
年
寄
り

一
、
三

O
O人
が
、
老
人
医
療
費
(
宙
医

療
)
無
料
化
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

お
年
寄
り
本
人
は
、
お
医
者
さ
ん
に
一

円
も
支
払
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
代
り
そ

の
費
用
は
、
国
と
田
町
と
町
と
、
そ
れ
ぞ

れ
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
と
で
負

担
し
、
お
医
者
さ
ん
へ
支
払
っ
て
お
り
、

決
し
て
医
療
費
が
無
料
と
な
っ
て
い
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
何
に
か
の

健
康
保
険
に
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
無

料
と
な
り
ま
せ
ん
。
「
タ
タ
」
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
お
年
寄
り
ゃ
、
家
族
の
者
が

感
違
い
を
し
て
、
健
康
保
険
か
ら
お
年

り
を
ぬ
い
て
し
ま
う
と
、
医
療
費
は

喜
本
人
負
担
と
な
り
時
に
は
何
十

刻
円
削
州
囲
網
割
引
引
ぺ
対
剖
矧
明
記

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
く
ぐ

村
副
凶
劃
U
剖
判
引
川
叶
医
療
費
の
七

薬
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
攻
守
中
葉
玄
米
業
笈
本
支
業
業
業
率
業
業
率

日
以
降
に
な
く
な
っ
た
(
死
亡
)
と
き

は
相
続
人
と
な
る
人
が
代
っ
て
納
税
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

狭
し
と
走
り
回
っ
て
必
死
に
ボ

l
ル
に

食
い
付
き
、
日
頃
の
優
し
き
と
う
っ
て

変
っ
て
激
し
い
闘
志
を
見
せ
て
い
ま
し

た
な
お
、
試
合
の
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

O
団
体
賞

一
愛
勝

準
俊
勝

三

位

原
研
?
?
さ
ん

夏
海
ク
ラ
ブ

大
貫
小
P
T
A

滝
口
保
育
濁

O
倒
入
賞

且
笠
宮
間
殊
勲
選
手
賞

サ

l
ブ

賞

ア
タ
ッ
ク
賞

レ
シ
ー
ブ
賞

本
間
啓
子
さ
ん
(
原
研
)

春
日
陽
子
き
ん
(
大
賞
)

大
川
尚
子
さ
ん
(
夏
海
)

十
秋
田
胤
純
平
去
、
ん
(
滝
口
)

原
研
7

7

さ
ん

大
貫
小
P
T
A

明
石
保
育
鴎

磯
小
?
?
さ
ん

滝
口
保
育
園

夏
海
ク
ラ
ブ

税
だ
よ
り

町
・
県
民
税

つ

い

て

ー
退
職
し
て
収
入
が
な
く
て
も

i

iI納
税
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
l
l

現
夜
の
法
律
で
は
、
前
年
中
の
収
入

に
基
づ
き
、
次
の
年
に
税
金
が
掛
る
し

く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
退
職
し
て

も
納
税
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
就
職
し
た
そ
の
年
は
町
県
民
税
が

か
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
翌
年
に
は
前

年
分
の
所
得
に
対
す
る
税
金
を
納
付
す

る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
簡
単
に

言
え
ば
、
一
年
お
く
れ
て
く
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
(
こ
の
点
所
得
税

に
は
年
末
調
整
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
町
県
民
税
と
異
な
り
ま
す
。
)

ー
死
亡
し
た
場
合
は
1

町
県
民
税
を
か
け
る
基
準
と
な
る
日

(
賦
課
期
呂
)
は
1
月
1
日
で
す
。
こ

の
B
現
在
で
大
洗
町
に
住
ん
で
い
た
人

が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

1
月
2

五
十
四
年
度
老
人
医
療
費
一
人
当

り
年
間
一
一
一
四
回
、

0
0
0円

町
・
県
民
税
第
二
期
の

納
期
は

(
9月
1
日
迄
)
で
す

〔

8
月
白
日
が
日
曜
日
の
た
め
〕

納
税
い
ろ
は
か
る
た

② 

(り)制

土
門
を
か
け
合
、
7

納
税
臼

ぬ
く
も
り
あ
る
町
も
家
庭
も

完
納
で

留
守
で
も
安
心

振
替
納
税

お
互
い
に
深
め
て
行
こ
う

税
知
識

我
が
子
に
も
税
の
知
識
を

説
い
て
お
き

義
務
も
あ
り
ま
す

税
の
使
途

明
る
く
脊
つ

文
化
都
市

一
人
一
人
の

納
税
意
識

両
隣
り

(る)(紛(村(対

監
視
す
る

(よ)

良
く
納
め

。と)

高
め
よ
、
7

割
を
健
康
保
険
で
負
担
し
、
の
こ
り
の

三
割
を
関
、
県
、
町
で
負
担
し
て
い
る

か
ら
で
す
。

五
十
四
年
度
福
祉
医
療
費
一
人
当

り
年
間
一
四
O
、
0
0
0円

福
祉
医
療
で
は
、

O
オ
児
二
一
二
九
人

母
子
家
庭
の
母
子
四
一
一
人
、
重
度
心

身
障
害
者
二
七
人
、
七

O
オ
以
上
の

所
得
制
限
該
当
の
お
年
寄
り
六
八
人
が

こ
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
⑫
医

療
も
、
老
人
医
療
費
と
同
じ
く
お
医
者

さ
ん
に
か
か
っ
て
ち
本
人
は
、
一
円
も

支
払
い
ま
せ
ん
が
、
本
人
に
代
り
、
県

と
町
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
し
て
い
る

健
康
保
検
と
で
、
医
療
費
を
負
担
し
て

お
り
、
医
療
費
そ
の
も
の
が
無
料
と
な

っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
⑫
産
療
も
仰
に
か
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

医
療
費
の
七
割
を
健
康
保
険
で
負
担
し

の
こ
り
の
三
割
分
を
県
と
町
で
負
担
し
、

お
医
者
さ
ん
へ
支
払
っ
て
い
ま
す
。
で

は
五
十
四
年
度
、
@
及
一
ぴ
@
医
療
費
を

ど
の
位
支
払
っ
た
か
支
払
実
績
額
を
別

表
に
表
わ
し
て
み
ま
し
た
。

M

山
年
産
⑧
⑮
医
醸
費

支
払
総
額
(
費
用
額
)

受給者区分 医療費支払額
一人当り 一日当り お医者きんに

支 払 額 支払総額 かかった回数

老 人 446，891，410円 343，763円 1，224，360内 12 Iiil 

。オ児 23，940，710 100，170 65，590 12 図

母子家庭の母子 27，721，410 67，450 75，949 6 周

震度心身障害者 48，121，124 411，290 131，839 8 鴎

老人(所得制限者) 17，045，430 250，670 46，700 10 回

言十 563， 720， 084 264，038 1，544，438 11 罰

日
目
年
度
と
比
較
す
る
と
同
年
度
⑧
⑮
医
療

費
は
日
・
9
%
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

UE度 名称 説 ß~ 
地面の加速度

iflレ1，田/日，')

。無!事
人体に感じないで地宜主計に記録される

0.8以下
程度

1 微震
静止している人や特に地従に注意深い

0.8-2.5 
人だけに感ずる程度

2 経ilfi
多勢町人に感ずる程度のも町て¥戸・

2.5-8 
障子がわずかに動くのがわかるぐらい。

家康がゆれ、戸 |草子がガタガタと鳴

3 弱震 動し竜灯のようなつり下げ物は相当印 8 -25 

れ、器内内水面的動くのがわかる程度

家屋内動絡が激ししすわりの悪い花

4 中渓
びんなどは個i札、器内向水はあふれ出

25-80 
る。また告いている人にも感じられ多

〈の人々は戸外に飛び出す。

5 強震
壁に割自制まし、り、基石、石灯飽が俄

80-250 
れたり、煙突、石垣などが破損する程度

家屋町倒壊は30%以下で、山くずれが

6 烈i昆 起き、地割れを主主じ、多くの人々は立 250-400 

っていること iJ'できない程度

7 激浪
家屋町倒壊は30%以上におよび、山〈

400以上
ずれ、地割れ、断層などを生じる

(;主〕渓度はあくまて恥人体へ向感ヒ及v'被害の目祝によるものであ

り、計器により j語版何ミリメートル、加速度伺ガんを示したと

き渓度いくつであるというような基準ヵ、あるわけてーはありま

せん。

震度階級(気象庁)

地震とIe!:'"
まず、その正体を正確に知ろう

地麓の慕礎知識
。忠康〉

地下町 部に岐壊が起るとそこか震源となうて地践の波が

四方八万に伝わります。破壊の規模カ大きければ大きい程池

浪動は遠方までとどき地震のゆれの強さはi11央に近い程はげ

しくなります。

震 央 距 離
震央銭関地

地支
/λ 震令

ノ / 漉ト
/ / / .の i
I111深i
/ / / さψ

メ1/〆時
〈マグニチュード (M))

?グニチュ ド1M)は渓i原から出る I囲内地震のエネルギ

ーの大きさで唱震源町位誼と深さとともに発表されます。

〈幾度〉
滋度は、?グニチュードとi1~河されやすいが、?グニチュ

ドが池君主の大きさをあらわすのに対し、渓度はある場所で

の波動的大きさを示すものである。したがって7 グニチュー

ド町大きい地援でも距離が遠ければ渓度は小さいし、 7 グニ

チュ ドの小さい地援でも渓央付近では大きい震度を示すニ

とがあります。

我がE司では、震度は 0-7の 8段階の誕度F皆で示されます。

気象庁内定的た主主度1;皆は次のとおりです。

⑨
現
況
属
の
提
出
時
期
が

変
わ
り
ま
し
た

富
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方
か
ら
提
出
し
て

い
た
だ
く
現
況
属
の
提
出
時
期
が
今
年
の
4
月
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
生
ま
れ
た
月
に
関
係
な
く
、
毎
年
2
月
訪
日
ま
で
に
提
出
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
本
人
の
生
ま
れ
た
月
の
末
日
ま
で
に

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
八
月
生
ま
れ
の
方
は
、

8

月
回
目
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
況
届
は
、
年
金
を
受
け
る
方
が
、

引
き
続
い
て
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
調
べ
る
た
め
の
大
切
な
手
続
き

で
す
。
そ
の
提
出
を
怠
る
と
、
年
金
の

支
給
を
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
況
属
の
用
紙
は
、
提
出
時
期
の
お

よ
そ
一
ヶ
月
前
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送

ら
れ
て
来
ま
す
の
で
、
必
要
な
こ
と
を

ご
記
入
の
う
、
ぇ
、
役
場
住
民
課
窓
口
係

で
証
明
を
受
け
て
、
社
会
保
険
庁
へ
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

住金」

~，も

⑮
福
祉
年
金
受
給
者
の

皆

んさ

"'" 

8
月
は
福
祉
年
金
の
支
給
さ
れ
る
月
で
す
。

8
月
日
日
に
な
り
ま
し
た
ら
、
指
定
し
た
郵
便
局
で
支
給
が
始
ま
り
ま
す
の

で
、
出
来
る
だ
け
早
く
お
受
け
取
り
下
さ
い
。

ま
た
、
今
年
も
福
祉
年
金
額
が
改
訂
「
値
上
げ
」
さ
れ
ま
す
の
で
、
受
給
者
の

皆
さ
ん
が
も
っ
て
い
る
「
由
民
年
金
証
書
」
を
役
場
へ
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

提
出
し
て
い
た
だ
く
日
時
な
ど
は
、
受
給
者
の
皆
さ
ん
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

8
月
日
日
頃
ま
で
に
郵
便
局
で
福
祉
年
金
を
受
け
取
り
、
証
書
を
か
な
ら
ず

役
場
へ
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

重動

納国

農守
内耳五
円の
漏保
め険
ま料
しは
よ

つ

由
民
年
金
の
保
険
料
の
七
、
八
、
九
月
分
は
今
月
が
納
期
限
で
す
。
ま
だ
、

納
め
て
い
な
い
方
は
、
平
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と
、
万
一
事
故
が
あ
っ
た
と
き
、
酷
官
官
年
金
や
母

子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
将
来
、
老
齢
年
金
さ
え
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
過
去
の
保
険
料
に
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
き
は
、
二
年
前
ま
で
の
分
で

あ
れ
ば
、
あ
な
た
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
社
会
保
険
事
務
所
に
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
に
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
も
う
一
度
調
べ
て
み

ま
し
ょ
う
。



らあ (6) 

夏
撃
巡
田

第104号

交
通
安
全
映
画
会
の
開
催

大
洗
回
一
公
通
安
全
自
の
会
¥
主
催
に
よ
る
巡
回

受
通
安
全
映
画
会
を
行
な
い
ま
す
。

8 8 8 8 8 8 
月 月 月 月 月 月 月
11 8 7 I 6 5 I 4 
日 日 日 日 日 日 日
伺)樹 休)やめ (火)(月)

キ児 役 第 松 夏 大

町 場 )11 海 貫
場

下 保 公

学 駐 育 Eミ 学 学

校 ヰ王 所 館 校 校
所

庭 場 庭 前 庭 庭

( ( 

体 曲 保 体 f本 雨
松 育 天

育 /ι又J、
所

育 育 グコ
民 場
官官 内 内 l口入

) 

※
時
間

午
后

7
持
か
ら

看
護
婦
等
の
免
許
を

持
っ
て
い
る
在
家
庭
の
皆
様
へ

い
ま
、
茨
城
県
で
は
地
域
住
民
の

医
療
の
確
保
と
向
上
を
め
ざ
し
て
、

「
看
護
専
門
職
と
し
て
自
覚
あ
る

皆
さ
ん
L

の
参
加
を
求
め
て
お
り
ま

す。
郷
土
の
患
者
さ
ん
の
た
め
、
ま
た

地
域
保
健
活
動
の
場
に
あ
な
た
の
持

っ
て
い
る
豊
か
な
経
験
と
知
識
を
社

会
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

茨
城
県
看
護
婦
等
無
料
職
業
紹
介

所
で
は
、
看
護
婦
目
、
准
看
護
婦
出
、

保
健
婦
、
助
産
婦
の
方
々
を
対
象
に

毅
業
紹
介
と
看
護
業
務
に
関
す
る
相

談
を
無
料
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

申
し
込
み
は
、
履
歴
書
、
免
許
証

を
も
っ
て
紹
介
所
へ
お
い
で
下
さ

電
話
で
の
申
し
込
み
ゃ
ご
相
談
に

も
応
じ
て
お
り
ま
す
。

月
l
金
曜

馴

9
時
i
m
4時
吋
却
分

土

曜
山
馴

9
昨
吋

i
馴
日
時
初
分

日
曜
・
祝
日
は
休
み

茨
城

住県
所看

。守護
2 310等
9 無
2 3水料。5) I戸職
8 12市 業
5 I三紹
7 32の介
2 丸所

電
話

L、

県
職
員
及
び
市
町
村
立
小
中
学
校
職
員
採
用
試
験

お

V
受
付
期
間

l
八
月
一
一
一
一
日
(
金
)

j
九
月
五
日
(
金
)

V
戦
種
・
採

用
予
定
人
員

1
沼
市
職
員
中
級
事
務
・

二
五
名
問
級
保
母
・
五
名
名
問
問

中
級
栄
養
士
・
ニ
名
尚
初
級
事
務

(
A
)
・…

0
名
問
初
級
事
務
(
B
)
・

五

O
名
問
初
級
土
木
・
一

O
名

小
中
学
校
職
員
中
級
栄
養
士
・
五
名

問
内
初
級
事
務
(
国
防
全
域
)
・
一
五
名

同
初
級
事
務
(
県
南
地
域
)
・
一

O
名

V
受
駅
資
格

1
県
職
員
及
び
小
中
学

校
職
員
の
中
級
戦
・
昭
和
二
八
年
四

月
二
日

1
昭
和
一
一
一
六
年
四
月
一
日
の

関
に
生
ま
れ
た
者
、
た
だ
し
保
母
と

栄
養
士
は
そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
を
有
す

る
者
ま
た
は
昭
和
五
六
年
三
月
一
三

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者
県
職

員
及
ぴ
小
中
学
校
職
員
の
初
級
戦
・

お

昭
和
三
四
年
四
月
二
日
j
昭
和
三
八

年
四
月
一
日
の
問
に
生
ま
れ
た
者
、

た
だ
し
事
務

(
B
)
は
男
子
の
み

V
第
一
次
試
験
期
日

l
一
O
R
一一一

日
(
日

)
V
受
験
案
内
・
申
込
用
紙

l

茨
城
県
人
事
委
員
会
事
務
局
総
務
課

(
干
コ
ご

0
・
水
戸
市
三
の
丸
一
Ilei--

五

i
三
八
)
に
あ
り
ま
す
。
郵
便
で

請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

「
中
(
初
)
級
申
込
用
紙
議
求
」
と
朱

書
し
、
五

O
円
切
手
を
は
っ
た
宛
先

明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
筒
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
茨
城
県
人
事
委
員
会

事
務
局
総
務
課
(
電
話

O
二
九
二

二
一

0
8
5
5
0
0
5
1

八
一
一
一
内
線
九
五
七
j

九
五
九
)
へ
。

県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

個
人
事
業
税
の
期
限
内

納
税
に
つ
い
て
お
願
い

日起草055;;手8fll臼

8
月
幻
自
か
ら
紅
白
ま
で
が
、
個

人
事
業
税
1
期
分
の
納
期
で
す
。
し

か
し
本
年
は

8
月
間
品
目
が
休
日
に
あ

た
る
た
め
袈
臼
の

9
月

1
日
が
納
期

限
と
な
り
ま
す
。
納
期
市
川
に
最
寄
り

の
金
融
機
関
又
は
県
税
事
務
所
に
納

め
ま
し
ょ
、
っ
。

な
お
、
納
税
に
つ
い
て
不
明
の
点

は
県
税
事
務
所
に
御
相
談
下
さ
い
。

水
戸
市
三
の
丸
一
ー
ー
五
|
一
二
八

(
茨
城
県
庁
構
内
)

合

0
2
9
2
(
幻

)
5
3
9
6

8
0
2
9
2
(
幻

)
8
1
1
1

(
内
線

9
6
6
)

「
ふ
み
の
日
」

小

聖

通

信

日

付

印

の
ご
利
用
を
。

郵
便
局
で
は
毎
月
お
日
を
「
ふ

み
の
日
」
と
し
て
、
文
字
を
書
く

習
慣
が
う
す
く
な
っ
て
来
て
い
る

昨
今
親
類
あ
る
い
は
故
郷
へ
ま
た

お
友
達
へ
お
手
紙
を
通
じ
て
の

「
心
の
か
よ
い
あ
い
」
を
推
し
進

め
て
お
り
ま
す
。

夏
期
に
は
旅
行
に
お
出
か
け
の

こ
と
も
多
い
か
と
存
じ
ま
す
が
、

お
友
達
や
故
郷
へ
お
た
よ
り
を
お

出
し
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

、っか。当
局
で
は
「
ふ
み
の
日
」
の
た

め
小
型
通
信
日
付
印
を
作
成
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
な
さ
っ

て
は
い
か
が

で
し
ょ
、
7
か

記
念
の
押
印

に
も
応
じ
ま

す。

(
大
洗
郵
便
局
)

「
動
く
黒
政
教
室
」
の
参
加
者
を
募
集

郷
土
茨
城
の
す
が
た
を
日
と
足
で

た
し
か
め
て
も
ら
お
う
と
い
う
「
動

く
県
政
教
室
」
を
行
い
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
パ
ス
を
利
用
し
て

祭
の
施
設
等
を
案
内
し
、
県
政
に
対

す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
る
た
め
に

行
う
も
の
で
す
。

臼
程
コ

i
ス
は
次
の
と
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
特
色
を
も
た
せ
ま
し
た
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

0
9月
山
日
(
氷
)

水
戸
駅
南
口

(
9
-
m
発
)
尋
鹿

島
港
湾
事
務
所
尋
港
公
留
品
住
友

金
属
鰯
鹿
島
製
鉄
所
覇
市
水
戸
駅
南

口
(
日
・
ぬ
着
)募

集
人
員
削
人

。9
月
山
呂
(
金
)

日
立
駅
前

(
8
・
∞
発
)
息
水
戸

釈
南
口

(
9
・
初
発
)
園
甲
奥
の
谷

闘
帯
石
岡
駅
前
圃
帯
筑
波
研
究
学
問
都

市
(
洞
絡
公
閤
・
松
見
公
間
関
・
筑

波
大
学
)
易
水
一
戸
駅
南
口

(vm-

m
山
)
品
目
立
駅
前
(
日
・
∞
説
明
)

募
集
人
員
四
人

0
9月
げ
日
(
水
)

水
戸
駅
南
口

(
9
・
初
発
)
$
大

宮
町
叫
圃
帯
奥
久
慈
憩
の
森
園
宮
崎
獣
セ

高
校
生
の
ア
ル
バ
イ
ト

に
つ
い
て
ご
協
力
の
お
穎
い

生
徒
の
ア
ル
ハ
イ
ト
は
、
生
徒
が
確
か
め
、
無
許
可
の
生
徒
は
雇
用

勤
労
を
体
験
し
そ
の
重
要
性
を
理
解
し
な
い
。

す
る
よ
で
は
貴
重
な
こ
と
で
す
。
し

2
中
高
校
生
に
接
客
の
仕
事
を
さ
せ
な

か
し
な
が
ら
、
生
徒
は
学
業
を
本
分
い
こ
と
に
つ
い
て

と
し
心
身
の
成
長
を
は
か
る
大
切
な
①
酒
、
ビ

l
ル
等
に
お
客
に
運
ぶ

時
期
に
あ
り
ま
す
の
で
休
業
期
間
中
仕
事
は
は
さ
せ
な
い
。

と
は
い
、
ぇ
、
学
校
は
ア
ル
バ
イ
ト
に
②
駐
車
場
、
旅
館
、
民
街
、
海
水

対
し
二
疋
の
制
限
を
お
こ
な
い
、
安
浴
場
等
の
「
呼
び
込
み
」
の
佼

全
な
仕
事
と
健
全
な
環
境
下
の
ア
ル
事
は
さ
せ
な
い
。

バ
イ
ト
に
つ
い
て
の
み
許
可
を
し
て

3
ア
ル
バ
イ
ト
の
時
間
に
つ
い
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
学
校
や
P
T
A

①
終
業
時
刻
は
午
后
6
待
迄
と
す

は
計
画
的
に
生
徒
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
る
。

事
業
所
を
訪
問
す
る
な
ど
し
て
指
導
②
ア
ル
バ
イ
ト
の
た
め
住
み
込
ま

の
強
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
せ
る
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
以
(
宿
泊
の
禁
止
)

上
の
趣
旨
を
ご
理
解
く
だ
さ
れ
、
生

4
そ
の
他
に
つ
い
て

徒
が
健
全
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
お
こ
な
①
高
校
生
ら
し
い
服
装
、
態
度
で

え
る
よ
う
左
記
事
項
に
ご
留
意
の
よ
ま
じ
め
に
働
く
よ
う
ご
指
導
下

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
き
い
。

あ

げ

ま

す

。

号

も

し

、

喫

煙

、

飲

酒

等

高

校

生

記

と

し

て

ふ

さ

わ

し

く

な

い

行

為

l

「
無
断
ア
ル
バ
イ
ト
」
の
生
徒
を
を
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
注
意
し

一
一
穫
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
て
止
め
さ
せ
て
下
さ
い
。

学

校

の

許

可

(

届

出

)

の

有

無

を

(

大

洗

高

等

学

校

)

ン
タ

i
、
植
物
園
品
水
戸
駅
南
口

(
日
・
却
議
叩
)

募
集
人
口
奥
田
人

0
9月
川
口
臼
(
金
)

水
戸
駅
南
口

(
9
-
m
発
)
易
県

漁
連
か
ん
づ
め
工
場
易
水
産
加
工

用
地
尋
水
産
試
験
場
易
日
本
原
子

力
発
電
鞠
東
海
発
電
所
$
水
戸
釈

南
口

(vm-
∞
着
)

募
集
人
員

V
参
加
資
格

問
オ
以
上
で
県
内
に
住
ん
で
い
る

方。
V
参
加
申
込
み

官
製
ハ
か
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
年
令
・
性
別
・
職
業
(
又

は
勤
務
先
)
・
希
望
コ

l
ス
・
乗
車

希
望
場
所
を
記
入
の
う
え
、
県
北

地
方
総
合
事
務
所
総
務
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

V
申
込
み
期
限

実
施
日
の

2
週
間
前

V
申
込
み
及
び
詳
細
に
つ
い
て
の
問

合
せ
先

県
北
地
方
総
合
事
務
所
一

Tm

水
戸
市
三
の
丸
一
ー
ー
五
|
コ
一
入

金

0
2
9
2
(
2
1
)
8
1
1
1

内
線

η
4
0
0
0白

進
学
は

毎
自
奨
学
生
制
度
で

毎
日
新
聞
社
で
は
、
働
き
な
が

ら
、
自
分
の
カ
で
進
学
で
き
る
毎

日
奨
学
生
制
度
を
設
け
て
お
り
ま

す。
こ
の
制
度
は
、
大
学
生
、
短
大

生
、
専
門
・
各
種
学
校
生
・
予
備

校
生
に
そ
れ
ぞ
れ
各
コ

l
ス
の
奨

学
生
制
度
を
適
用
し
、
必
要
な
学

費
の
貸
与
、
返
済
不
安
の
奨
学
金

支
給
の
ほ
か
、
生
活
の
一
切
を
保

証
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
来
年
度
の
奨
学
生
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
い
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
無
料
で
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
左
記
の
事
務
局
ま
で
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
書
き

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
寸
二
ハ

O

東
京
都
新
宿
区
大
久

保
三
|
一
四
!
四
毎
日
新
聞
社

早
稲
剖
別
館
内
毎
日
育
英
会

K

係。

50 
人

受
け
よ
う
結
核
検
診
ノ

。
結
核
は
、
ま
だ
安
心
で
き
ま
せ
ん
。
こ
す
も
と
に
な
り
ま
す
。

み
ん
な
の
努
力
で
結
核
は
年
々
減
っ

A
V
病
気
を
み
つ
け
る
に
は
、

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
最
大
外
見
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
レ
ン

の

伝

染

病

の

一

つ

で

す

。

ト

ゲ

ン

検

査

や

菌

の

検

査

で

、

結

核

①
感
染
性
の
犯
援
由
霊
告
は
人
口
湖
人
に
を
見
つ
け
ま
す
。

-

人

の

割

合

で

す

。

。

こ

ん

な

症

状

が

あ

っ

た

ら

、

②
一
年
間
に
発
生
す
る
者
数
は
全
国
①
一
ヵ
月
以
上
咳
が
続
く
人

で
毎
臼
捌
人
が
発
病
し
て
い
ま
す
。
②
一
ヵ
月
以
上
淡
が
続
く
人

③
一
年
間
の
死
亡
数
、
毎
呂
全
国
で
幻
③
血
淡
が
で
る
人

人
も
死
亡
し
て
い
ま
す
。

B
T
g
に
受
診
、
長
び
く
咳
は
赤
信
号

。

結

核

の

感

染

最

近

、

老

人

結

核

が

多

い

と

一

吉

一

闘

は

れ

て

結
核
菌
は
患
者
の
せ
き
や
く
し
ゃ
み
い
ま
す
。
老
人
に
な
っ
て
か
ら
感
染
す

と
一
緒
に
飛
び
散
り
、
近
く
の
人
が
る
の
で
な
く
、
悪
化
又
は
再
発
で
す
。

そ
れ
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
括
老
化
現
象
の
た
め
機
能
が
衰
え
て
、
古

染

し

ま

す

。

い

病

巣

が

再

燃

す

る

た

め

で

す

。

多

く

一
番
危
険
な
の
は
患
者
と
の
再
開
柏
で
老
人
に
あ
り
が
ち
な
気
管
支
炎
や
端
怠

す
。
患
者
の
い
る
家
庭
の
子
供
の
感
と
し
て
片
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
乳

染
、
発
病
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
幼
児
の
い
る
家
庭
で
は
と
く
に
注
意
し

。

う

つ

り

方

、

進

み

方

て

老

人

の

定

期

検

診

を

励

行

し

て

で

き

①
吸
い
込
ん
だ
結
核
菌
の
か
た
ま
り
が
い
。
又
、
老
人
に
何
の
症
状
が
な
く
て

腕

の

中

に

兄

ら

れ

ま

す

。

も

、

部

居

の

乳

幼

児

の

ツ

反

が

陽

転

し

②
ニ

i
三
週
間
後
、
結
核
菌
が
ふ
え
る
た
待
は
、
老
人
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を

③
四

1
五
週
間
後
、
結
核
菌
の
一
部
は
受
け
て
下
さ
い
。

血
液
の
中
に
流
れ
、
他
の
場
所
へ
運

A
V
一
五
オ
以
上
の
す
べ
て
の
人
は
、
年

ば

れ

ま

す

。

一

回

結

核

検

診

を

受

け

る

こ

と

に

な

④
六
1
八
週
後
、
身
体
の
蘭
を
防
ぐ
仕
っ
て
い
ま
す
。

組
が
効
果
を
示
し
始
め
、
菌
は
病
巣
九
月
一
日
よ
り
全
町
内
を
巡
回
す
る

に

閉

じ

こ

め

ら

れ

ま

す

。

結

核

検

診

の

機

会

を

の

が

き

ず

、

ぜ

⑤
こ
の
段
階
で
治
る
場
合
が
多
い
。
ひ
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

生
き
残
り
の
菌
が
、
後
で
結
核
を
起

者

受
付
時
間

9
時
初
分

1

3
時
∞
分

l
時
∞
分

1
3
時
∞
分

l
時
日
分

1
3
時
∞
分

9
待
初
分

1
3
時
∞
分

由
時
吋
鉛
分

1
3
時
∞
分

1
時
日
分

1
2
時
日
分

9
時
初
分

-
3
時
∞
分

9
時
初
分

1
3
待
∞
分

l
時

日

分

1

1
2
時
日
分

9
待
鈎
分

ー

3
時
∞
分

9
時

ω分

1
3
時
∞
分

事

業

月
/
日

対

象

名

オ

児

相

談

8
/
4
 

満

2
オ
の
誕
生
日
に
達
し
た
者

8
/
5
 機
能

回

復

訓

練

障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練
を
必
要
と

す
る
者

生
後
2
ヵ
月
1
3
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